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 太田 寛之 さん 

 6'ゼミナール�期生（����年度修了）／京都薬科大学 事務局 入試課 主事 

 修了レポート：テーマ「これからのキャリア教育･支援を考える」 

 【経 歴】 

  前職：医療機器メーカー（事業企画） 

  ����年�月～����年�月  京都薬科大学 事務局 進路支援課 

事務局：6'ゼミナールについてはご存知でしたか。また、受講しようと思ったきっかけは何ですか。 

太田さん：本学からは毎年�名程度の職員が参加しています。研修については、学内の6'勉強会等で前年までに6'ゼミ

ナールに参加した先輩から伺っていました。本学事務局から声がかかった時、�週連続で土曜日に講義があるのでつら

い部分もありますが、本学が単科大学であり領域が狭くなりがちなため、視野を広げるためにもぜひ受講したいと考え

ました。 

事務局：6'ゼミナールの講義で最も印象に残っている講義はありますか。 

太田さん：龍谷大学政策学部深尾昌峰教授による「大学と社会－地域連携の意味と大学の役割－」の講義が最も印象に

残っています。人口減少社会と言われている現在、人口が減っていくことを受け入れてどのように大学が社会に貢献し

ていけるかを問う内容でした。本学は特に単科大学なので、貢献できる分野は限られているが、そこをどう拡げていけ

るかを改めて考える事ができました。 

事務局：受講後、学びがどう生かされていますか。 

太田さん：受講後は、本学の強みと弱みを分析し、受験生への入

試説明会では、大学が求める人材を明確に説明するようにしてい

ます。 

入学後の充実した大学生活を伝えることはもちろんですが、これ

ができないと入学後に苦労するといった事まで正直に説明しま

す。入学後のミスマッチを防ぎ、モチベーションの低下を防ぐこ

とも大事だと考えました。 

6'ゼミナール修了生の声 

 6'ゼミナールは����年で�年目を迎えました。����年度修了生の太田さん、����年度修了生の高橋さんに

6'ゼミナールの受講を通じて感じたことをお話しいただきました。  

  ゼミナール：受講中の太田さん'6ٻ



事務局：他大学の6'ゼミナール受講生との交流について教えてください。 

太田さん：他大学の受講生と知り合いになれたのは、すごく大きかったです。6'ゼミナール初回講義に参加した際は不

安もありましたが、共に学ぶことで楽しく受講できました。 

事務局：研修終了後も連絡を取り合ったりされているのですか。 

太田さん：他大学の受講生とは、今でも交流は続けています。業

務面において自大学の業務の効率化を図る際、差し支えのない範

囲で他大学の方法などを気兼ねなく聞くことができ、すごく助か

ります。大学によって業務の進め方が様々なのですごく参考にな

ります。これは、企業同士ではなかなかできないことだと思いま

す。 

事務局：仕事との両立についてはどうでしたか。 

太田さん：本学では毎年�名程の参加者がいる事で、比較的職場の理解は得やすかったです。事前課題や参考文献の読

み込みが必要な講義がありましたが、新たな知識を得ることができるので苦ではなかったです。ただ、講義終了後にあ

る公開プレゼンテーションや修了レポート作成については、業務のピークと重なり少し苦労しましたが、両立は可能だ

と思います。 

事務局：太田さんは、��月に開催した6'フォーラムの分科会に講師پとしてご登壇いただきました。 

    準備等大変だったと思いますがいかがでしたか。 

太田さん：前年の6'フォーラムに参加していたので、どのような

事をすればいいか大体理解をしていました。大学コンソーシアム

京都の6'研修委員�名（加盟校職員）にサポートしていただいた

ので、スムーズに進めることができました。講師として教えるだ

けでなく、テーマである「��年後の|新|大学職員」について参加

者の皆さんとともに考える場を作ることができ、とてもやりがい

を感じました。  
�پ 6'フォーラムでは6'ゼミナール修了生の企画力・運営力・ティーチング力向上を目的としたフォ 

ローアップ研修として、6'ゼミナール修了生が講師を務める分科会を実施しています。 

 

事務局：最後に受講を考えている職員にメッセージをお願いします。 

太田さん：日常の業務で得る知識は断片的であり、体系的な学びが必要だと思いました。私も中途採用で大学職員にな

り�年が経ちましたが、恥ずかしながら大学の歴史に関する知識が皆無でした。しかし、6'ゼミナールを受講すること

で日々の業務だけでなく大学を取り巻く環境にも意識が向き、自ら情報を収集するようになりました。受講を考えてい

る方は、ぜひ自ら手を挙げて参加していただきたいです。 

Ⅲ.公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 �� 

  公開プレゼンテーション発表中の太田さんٻ

   �����年度6'ゼミナール生の皆さんٻ



�� Ⅲ�公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 

 高橋 法子 さん 
 6'ゼミナール�期生（����年度修了）／大谷大学 学生支援部 教務課 

 修了レポート：テーマ「第３の財源確保に関する考察－寄付による財源確保について－」 

 【経 歴】 

  前職：機械メンテナンス企業（総務・経理事務 兼 営業事務担当） 

  ����年�月～����年��月  大谷大学 総務部 財務課 

事務局：6'ゼミナールを受講しようと思ったきっかけは何ですか。 

高橋さん：大学からお声掛けいただいたのがきっかけではありますが、他大学の職員の方々との交流や、まずは自分自

身が大学職員として自信を持ちたいという思いがありましたので、そのきっかけとなる研修と思い、受講を決めまし

た。 

事務局：最も印象に残っている講義や出来事はありますか。 

高橋さん：同志社女子大学上田信行先生の「大学職員と発想力－プレイフル・マインドセットが働き方を変える！」

は、ワークショップ形式で行われて、受講生の皆さんと触れ合いながら学ぶことができて楽しかったです。 

大学業界の視点や見方が大きく変わった講義は、龍谷大学深尾昌峰先生の「大学と社会－地域連携の意味と大学の役

割－」です。大学業界に入り込んでしまっていて、いかに自分の視野が狭くなっていたのかを感じました。 

京都薬科大学坂本尚志先生の『アカデミック・ライティングの基礎－「問題意識」を具体的な「問い」に変換する方法

とは？－』は、受講生のなかでもとても好評でした。問いの立て方を学んだことで、修了レポートや公開プレゼンテー

ションに向けての資料を作成するにあたり、行き詰まりが解消できました。 

 

 

  ゼミナール：受講中の高橋さん'6ٻ  �公開プレゼンテーション：発表中の高橋さんٻ



事務局：受講後の意識の変化について、どういったことに意識するようになりましたか。 

高橋さん：自ら情報を収集するようになったのは勿論ですが、私はアウトプットができる場が必要だと思っています。

研修の報告会という形で発表するだけでなく、勉強会で学んだことを深めたり、アウトプットする場の環境を作りたい

という気持ちになりました。 

事務局：他大学の職員と一緒に学ぶことについて、どのように感じられましたか。 

高橋さん：修了レポートや公開プレゼンテーションの場では、一人で調べて、一人で発表しなければなりませんが、

様々な部署・担当、経歴の方々と出会い、お互い情報収集・情報交換を行ったりできる関係を築くことができました。

また、懇親会等でお話しするだけでも多くの知識が得ることができ、今後においても、何かあったときに相談し合え

る、いい仲間ができたと思っています。 

事務局：土曜日の受講にあたり、仕事やご家庭とのバランスはいかがですか。 

高橋さん：私の所属している教務課では、補講日となっている土曜日は交代で勤務しています。今回、受講するにあた

り、出勤体制など配慮していただき、とても有難かったです。家庭とのバランスについて、私は家族の協力もあり、事

前課題、公開プレゼンテーションに向けての準備、修了レポート作成と負担はありましたが、大学職員の知識として得

ることも大きかったので、苦にせず終えることができました。受講生のなかには小さなお子さんがいらっしゃるご家庭

も多く、家庭とのバランスをとるには少し大変そうな印象でしたが、研修中は楽しく受講されていました。 

事務局：最後に受講を考えている職員にメッセージをお願いします。 

高橋さん：大学業界の見方が���度変わると思いますので、受講をお薦めします。負担もありますが、受講することに

より、視野が拡がると思います。ぜひ、大学から言われたからではなく、自ら挙手して参加していただきたいです。 

 

Ⅲ.公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 �� 

  �����年度6'ゼミナール生の皆さんٻ



�� Ⅲ�公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 

6'ゼミナール修了レポート 

修了レポートテーマ 

� 大学組織における教員評価のありかたについて 

� 障害学生と接する教職員へのフォローに関する一考察 

� 求められる大学職員の役割ص地域連携、社会貢献の展開を通してص 

� 大学の国際化ص留学生受け入れと体制作りに関する考察ص 

� 求められるリーダー像とそれを支える職員のあり方 

� 大学職員の教育参画ص職員の専門的教育業務とそれを担う職員の育成ص 

� 中長期計画の共有と、計画実現に向けてより自律的に取り組むしくみづくりを目指して 

� 単科大学で実践できる,5（,QVWLWXWLRQDO�5HVHDUFK）とは 

� 自大学における奨学金制度の再構築について 

�� 大学ガバナンス改革の推進ص学長を補佐する体制の充実に向けてص 

�� 「大学改革・教育改革」の推進力を向上させる組織づくりとは 

�� 社会が求める大学の役割及び社会的責任を果たせる大学組織をめぐって 

�� 学士課程教育における初年次教育とキャリア教育について～その本質と組織体制について～ 

�� 大学のありかたをめぐる「内発的発展論」に依拠した検討の試み 

�� これからの時代の大学職員像ص他業種との比較からみる、大学職員育成の将来像ص 

�� 学生と大学内外での学び～社会に求められる能力を育むための効果的な指導～ 

�� 大学が求められている「地域連携」の形と大学職員の役割 

�� 経営・運営スタッフとしての事務職員の役割について 

�� 高大接続から見えてくる課題～これからの大学に求められるものとは～ 

�� 大学職員の学びに関する一考察 

�� 自大学の発展を支えるプロフェッショナル職員像について 

�� 「地（知）の拠点」として地域と共に歩む大学を目指してص大学職員ができることص 

�� 「自信」ってなに？ص自信に隠された「%(」と「'2」ص 

�� 大学におけるリスクマネジメントのあり方に関する一考察 

�� 改革を推進し続ける職員組織の在り方に関する研究～人的資源管理、ワーク・ライフ・バランスの視点から～ 

�� 高大接続の充実について 

�� 教員評価導入に関する一考察 

�� 大学事務組織の活性化ص国立大学法人を中心としてص 

�� 学生による学生支援に関する考察ص学生の成長とリーダーシップص 

�� 学部の競争力を高める学部運営とはص教員と職員の新たな役割分担と協働のあり方ص 

過年度 6'ゼミナール修了レポートテーマ 

6'ゼミナールの受講生の修了レポートテーマ一覧（����年度～����年度） 

  。�大学名等の固有の名称については「自大学」と表記していますپ



Ⅲ�公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 �� 

修了レポートテーマ 

�� 活気ある組織について考える 

�� ３つのポリシーに基づく教育改革の実現に向けて～京都の私立大学におけるアドミッション・ポリシーの比較分析を通じて～ 

�� 地域とキャンパスの共存 

�� 大規模総合大学における地域志向型グローバル人材の育成 

�� 女子大学の存在意義ص女子大学にいま求められていることは何かص 

�� 大学職員の新たな役割について 

�� フォロワーシップとリーダーシップの共存共栄ص個の特性ܓ集団の可能性ܓ組織の発展ص 

�� 求められる大学職員像について～キャリア支援の視点から～ 

�� 大学職員のモチベーションを高める環境作りについて 

�� 大学がめざすべき高大接続についてص「高大連携」の視点からص 

�� 大学・社会へつなげる初等中等教育～自法人が目指す教育とは～ 

�� 学生の学習意欲を高めるために大学職員が果たす役割صアカデミック・アドバイジングを通したサポートのあり方ص 

�� 地域連携とH-OHDUQLQJ～高齢化社会におけるH-OHDUQLQJの可能性～ 

�� 小規模私立大学に関する一考察～小規模私立大学の現状と本学のスタッフ・ディベロップメント（6'）について～ 

�� 大学における6'の課題と対策 

�� 今後の高大連携の在り方について 

�� 大学を活性化する組織づくりص求められる大学職員の役割と能力ص 

�� 「教職協働の実現に向けて」～コミュニケーションの方法に着目して～ 

�� 地方の大学職員に求められるもの 

�� 多様化する学生に対応した教養教育に関する一考察ص体系化を意図したカリキュラムデザインに焦点を当ててص 

�� これからのキャリア教育･支援を考える 

�� 正課外教育の可能性 

�� 自大学がこれからn選ばれる大学|になるためには 

�� 次世代の大学職員育成についてصフラクタルという概念ص 

�� ,5業務における%,ツールの利活用について 

�� 「大学入学者選抜改革」を見据えた私立大学の対応～いったい何が変わり、何を検討していかなければならないのか～ 

�� アクティブラーニングの導入・運用を目的とした施設の整備・設計について～設計から管理まで～ 

�� 大学の未来を予測する,5 

�� 持続可能な大学組織を目標とする6'の展開について 

�� 動機づけ理論の理解と活用ص活気ある職場環境を作るにはص 

�� 「大学ブランド力」の向上に資する取り組みについて 

�� 地方大学における就職支援とはصいかに就職満足度を高めるとともに、県内就職率を向上させるかص 



�� Ⅲ�公益財団法人大学コンソーシアム京都のＳＤ事業 

修了レポートテーマ 

�� 今後の進路・就職支援～学内外との連携の視点から～ 

�� 大学組織における大学職員6ص'義務化を迎えてص 

�� 日本における大学のブランド力・競争力に関する考察 

�� 大学における管理会計の発展性についての探索 

�� 自大学におけるキャリア教育について～休退学の減少に向けて～ 

�� 地に足をつけた大学改革～グローバル化の視点から考える～ 

�� 学内でのビジョンの浸透プロセスに関する考察ص若手教職員参加の効果に着目してص 

�� アクティブ・ラーニングを推奨するための本学独自の給付型奨学金考案研究 

�� 大学職員のリテラシーに関する考察～アンケート調査による高等教育知識の研鑽・定着状況について～ 

�� 「高大接続改革」から大学生の「身につける力」を考察する 

�� 大学事務職員のリーダーシップに関する一考察～一般課員を視点として～ 

�� ラーニングポートフォリオの活用について～「.7-QRWH」の現状と課題に関する一考察～ 

�� 大学のリテンション率を高めるために～エンロールメント・マネジメントに着目して～ 

�� 本学薬学部の学生のコミュニケーション能力向上に向けて～異文化理解能力に注目して～ 

�� リカレント教育と大学 

�� 第３の財源確保に関する考察ص寄付による財源確保についてص 

�� 私立大学の経営を牽制する意義と方法～株式会社の制度や理論等から～ 

�� 多様な人材を受け入れるための大学入学者選抜改革とは 

�� 大学間連携によるリカレント教育 

�� 大学に求められる情報セキュリティとポリシー 

�� 「元気な職場づくり」～リーダーの役割を通して～ 

 ゼミナールの様子（公開プレゼンテーション）'6ٻ


